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総 説
1 溝口義人：うつ病と認知症－認知症予防の観点から－．最新精神医学，28（4）：303‐307，2023，7．
2 溝口義人：高齢者の精神的健康を維持するために：オキシトシンに着目して．医学のあゆみ，
286（2）：163‐167，2023，7．

3 ＊高田 拳，立石 洋，溝口義人：統合失調症と診断されていた抗NMDA受容体脳炎の一例．九州
神経精神医学，68（2）：74‐77，2023，4．

学会発表
国内全国規模の学会
1 溝口義人：高齢者の精神的健康を維持するために－認知症予防における分子標的としてのオキシト
シンの可能性－．第64回日本神経病理学会総会学術研究会第66回日本神経化学会大会 合同大会．
2023，7，6‐8．

2 立石 洋，溝口義人，門司 晃：うつ病の認知機能障害の rTMSによる改善効果における神経炎
症仮説からの検討．第119回日本精神神経学会学術総会．2023，6，22‐24（現地開催），2023，7，
10‐10，10（オンデマンド配信）．

3 松島 淳：痛みの専門家としての影響力～心理師がペインクリニシャンに期待すること～（パネル
ディスカッション3 他科から何をペインクリニシャンに期待するか）．日本ペインクリニック学会
第57回学術集会．2023，7，14．
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4 村川 徹：佐賀大学医学部附属病院におけるせん妄ハイリスクケア加算の効果．第38回日本総合病
院精神医学会総会．2023，11，17‐18（現地開催），2023，12，5‐20（オンデマンド配信）．

5 村川 徹：シンポジウムⅡ：地域において有床総合病院精神科を守る－限られたリソースでの精神
科病棟の維持－．第25回有床総合病院精神科フォーラム．2023，7，1．

6 ○原野りか絵，平川奈緒美，松島 淳，國武 裕：線維筋痛症で紹介になったが，子供への依存が関
与した身体症状症と考えられた症例．第52回日本慢性疼痛学会プログラム．2023，3，10‐11（現
地開催），2023，3，28‐4，16（オンデマンド配信）．

地方規模の学会
1 稲吉大地，酒村勇太，白石理恵，深井愛理，友成 央，白石 匠，大石絢子，村川 徹，松島 淳，

立石 洋，國武 裕，溝口義人：音楽幻聴の出現を契機にアルツハイマー型認知症の初期と診断し
た症例．第75回九州精神神経学会 第68回九州精神医療学会．2023，10，19‐20（オンライン）．

2 今村義臣，國武 裕，國武浩子，溝口義人：仏壇を介した愛着機能と宗教性の関連について．第75
回九州精神神経学会 第68回九州精神医療学会．2023，10，19‐20（オンライン）．

3 ＊折橋隆三，今村義臣，溝口義人：地域在住の高齢者における血清オキシトシン濃度と抗うつ状態の
関連．第75回九州精神神経学会 第68回九州精神医療学会．2023，10，19‐20（オンライン）．

その他の学会
1 溝口義人：統合失調症治療におけるラツーダの評価．LATUDA web confernce．2023，9，22
（WEB配信）．

2 溝口義人：統合失調症の病態および治療における最新の知見．第220回佐賀県精神科病院協会集談
会（佐賀県精神科病院協会学術講演会）．2023，12，12．

3 溝口義人：うつ病の病態及び治療における最新の知見．佐賀県精神科地域医療セミナー．2023，12，
15（現地開催＋WEB配信）．

4 國武 裕：精神科の立場からみた認知症の治療について．令和4年度佐賀県かかりつけ医認知症対
応力向上研修会・認知症の診断と治療．2023，1，17‐20（オンデマンド配信）．

5 國武 裕：統合失調症でのラツーダの活かし方（ディスカッション・パネリスト）．統合失調症
WEBセミナー in 佐賀．2023，1，18（ZOOM）．

6 國武 裕：不眠症とメンタルヘルスの関連性について．第13回佐賀県医師会 県民はつらつ公開セ
ミナー．2023，11，18．

7 國武 裕：痛みの多面的評価を知ろう！．厚生労働省 令和5年度慢性疼痛診療システム均てん化
等事業西九州ブロック 慢性疼痛診療研修会．2023，11，23（ZOOM）．

8 立石 洋：精神科の立場からみた認知症の診療について．令和5年度佐賀県かかりつけ医認知症対
応力向上研修会・認知症の診断と治療．2023，12，12‐15（オンデマンド配信）．

9 松島 淳：佐賀県内筋萎縮性側索硬化症（ALS）心理ケアと連携について．令和4年度難病従事者
研修会（佐賀県難病医療提供体制整備事業）．2023，1，23（ZOOM）．

10 松島 淳：「がんサロンでの実践編」身に付けておきたいコミュニケーションスキル～相談の受け
方と，体験の語り方～．令和4年度佐賀県がんピアサポーター・フォローアップ研修会．2023，2，
26．

11 松島 淳：医療保健分野．一般社団法人佐賀県公認心理師協会主催2023年度基礎研修会．2023，
5，14．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教 授 溝口 義人 科学研究費補助金事
業

基盤研究C 1 高齢者うつ病および認知症に
おける脳内ミクログリアの機
能の共通点と相違点

1，300
（200）

講 師 國武 裕 科学研究費補助金事
業

若手研究 1 コロナ禍の心理ストレスが高
齢者の2年後のうつ状態，認
知機能低下に与える影響

1，100
（834）

講 師 立石 洋 科学研究費補助金事
業

基盤研究C 1 反復性経頭蓋磁気刺激による
治療抵抗性うつ病の治療メカ
ニズムの探索

（1，924）

助 教 松島 淳 科学研究費補助金事
業

若手研究 1 オキシトシンの治療応用を目
指した慢性痛の心理社会的要
因と生化学的指標との関連研
究

700
（2，479）

助 教 村川 徹 科学研究費補助金事
業

基盤研究C 1 せん妄群と非せん妄群におけ
る血中の単球から誘導したミ
クログリ様細胞の動態比較

（986）

客 員
研究員

野上耕二郎 科学研究費補助金事
業

基盤研究C 1 持続式陽圧呼吸療法による抑
うつ症状改善のメカニズムの
探索

1，100
（405）

※（ ）は繰越金で外数

12 松島 淳：傾聴とコミュニケーション～聴き上手になるために～．令和5年度佐賀県がんピアサ
ポーター養成講座．2023，6，25．

13 松島 淳：ピアサポーターとしてより良いコミュニケーションのために．令和5年度佐賀県がんピ
アサポーター養成講座．2023，7，9．

14 松島 淳：糖尿病患者の心理と行動．第10回佐賀県糖尿病療養指導士認定研修会．2023，7，9．
15 松島 淳：円談．令和5年度HIV検査相談支援研修会．2023，8，24．
16 松島 淳：診断から告知後の心理の学び，関係者間の連携を円滑にするために．令和5年度第1回

難病患者在宅療養支援研修会．2023，10，27．
17 松島 淳：痛みの治療を知ろう！（薬物療法編）．厚生労働省 令和5年度慢性疼痛診療システム均

てん化等事業西九州ブロック 慢性疼痛診療研修会．2023，11，23（ZOOM）．

研究助成等
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